
県
本
部
は
５
月

29・

30・

31日
、
『
県
本
部
夏
季
統
一

要
求
書
』
を
提
出
し
各
自
治

体
人
事
担
当
者
へ
要
請
を
行

い
ま
し
た
。
（
抜
粋
要
約
・

文
責
県
本
部
）

《
Ａ
市
》
勤
務
時
間
管
理
は

引
き
続
き
具
体
化
を
検
討
し

て
い
く
。
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
の
『
総
務
省
調
査
票
』

は
５
月
末
期
限
で
県
に
提
出

す
る
。
【
組
合
】
労
働
時
間

の
客
観
的
把
握
の
前
進
を
。

《
Ｂ
市
》
昨
年
度
か
ら
採
用

試
験
の
受
験
年
齢
緩
和
な
ど

実
施
。
初
任
給
改
善
に
つ
い

て
他
市
人
事
担
当
と
意
見
交

換
し
た
。
【
組
合
】
疾
病
治

療
を
受
け
な
が
ら
勤
務
す
る

職
員
の
負
担
軽
減
や
必
要
な

人
員
配
置
の
検
討
を
特
に
要

求
す
る
。
《
Ｃ
市
》
【
組
合
】

育
児
休
業
代
替
の
正
規
配
置

は
今
年
度

11人
配
置
を
評
価
、

さ
ら
に

20人
を
め
ざ
し
て
ほ

し
い
。
《
Ｄ
市
》
定
年
延
長

は
国
の
動
き
を
注
視
す
る
。

《
Ｅ
市
》
対
象
職
場
の
『

36

協
定
』
を
締
結
し
た
。
会
計

年
度
任
用
職
員
制
度
は
昨
年

度
に
実
態
把
握
を
終
え
「
職

の
見
直
し
・
必
要
な
配
置
」

を
検
討
。
【
組
合
】
『

36協

定
』
の
内
容
に
つ
い
て
『
労

使
協
議
』
を
申
し
入
れ
る
。

《
Ｆ
市
》
労
働
時
間
は
組
合

と
も
協
議
し
健
康
管
理
の
点

で
超
勤
を
減
ら
し
た
い
。
組

合
か
ら
も
残
業
調
査
結
果
の

資
料
提
供
さ
れ
て
い
る
。

《
Ｇ
市
》
４
月
に
初
任
給
改

善
、
在
職
者
調
整
実
施
し
た
。

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
は

来
年
６
月
議
会
で
条
例
化
を

め
ざ
す
。
《
Ｈ
町
》
積
極
的

に
新
規
採
用
を
す
す
め
、
こ

の
２
年
は
内
定
辞
退
者
は
い

な
い
。
《
Ｉ
町
》
人
材
確
保

は
ど
こ
の
自
治
体
も
苦
労
。

町
村
会
で
も
人
材
確
保
・
試

験
の
工
夫
に
つ
い
て
情
報
交

換
し
て
い
る
。
社
会
人
枠
や

技
術
職
の
受
験
年
齢
引
き
上

げ
も
行
う
予
定
。
会
計
年
度

職
員
は
採
用
方
法
な
ど
「
自

治
体
に
任
せ
る
」
と
い
う
が
、

一
定
の
水
準
が
示
さ
れ
な
い

と
困
難
。
財
源
問
題
も
ネ
ッ

ク
に
。
《
Ｊ
市
》
時
間
管
理

は
今
年
度
か
ら
タ
イ
ム
カ
ー

ド
導
入
。
非
正
規
新
制
度
へ

県
内
自
治
体
で
足
並
み
そ
ろ

え
な
け
れ
ば
取
り
あ
い
が
心

配
。
《
Ｋ
病
院
》
職
員
採
用

は
応
募
少
な
い
。
若
い
人
に

来
て
ほ
し
い
気
持
ち
も
あ
る
。

《
Ｌ
市
》
人
材
確
保
は
き
び

し
い
現
状
。
中
級
試
験
も
導

入
し
、
技
師
の
社
会
人
枠
を

設
け
た
。
職
員
を
減
ら
す
と

個
々
の
業
務
が
増
え
る
。
今

も
１
人
あ
た
り
の
業
務
量
が

多
い
。
看
護
師
の
確
保
が
一

番
困
難
。
今
年
４
月
に
事
業

所
内
保
育
も
開
設
。
会
計
年

度
職
員
は
原
則
給
与
が
下
が

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
。

《
Ｍ
病
院
》
組
合
『
資
料
』

で
定
年
延
長
に
つ
い
て
知
れ

て
良
か
っ
た
。
人
材
確
保
は

近
隣
他
県
大
学
に
も
出
向
き

Ｐ
Ｒ
。
時
間
管
理
は
使
用
者

と
労
働
者
互
い
の
意
識
変
革

が
必
要
。
女
性
が
子
育
て
し

な
が
ら
働
け
る
職
場
に
し
た

い
。
《
Ｎ
市
》
技
術
職
の
採

用
が
き
び
し
か
っ
た
が
、
建

築
は
採
用
で
き
た
。
初
任
給

改
善
は
検
討
し
た
が
実
施
は

ま
だ
、
他
市
の
様
子
も
見
て

い
る
。
超
勤
縮
減
に
努
力
し

た
い
。
会
計
年
度
職
員
は
現

行
の
勤
務
条
件
よ
り
悪
く
な

る
こ
と
は
な
い
。

５
月

25日
、
南
予
総
支
部

「
単
組
代
表
者
会
議
」
で
、

当
面
の
と
り
く
み
と
し
て
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
部
の
「
よ

さ
こ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

◎
力
石
県
本
部
青
年
部
長
を

中
心
に
県
内
単
組
へ
参
加
者

オ
ル
グ
を
計
画
、
◎
財
政
活

動
で
『
よ
さ
こ
い
う
ち
わ
』

を
作
成
し
ワ
ン
コ
イ
ン
カ
ン

パ
の
と
り
く
み
が
報
告
さ
れ
、

役
員
か
ら
「
み
ん
な
で
『
う

ち
わ
』
を
も
っ
て
写
真
を
！
」

と
提
案
が
あ
り
記
念
撮
影
。

す
る
と
「
カ
ン
パ
が
目
的
だ

か
ら
こ
の
『
う
ち
わ
』
を
返

す
わ
け
に
い
か
な
い
な
ぁ
…
」

と
全
員
が
ワ
ン
コ
イ
ン
カ
ン

パ
に
協
力
し
ま
し
た
。

５
月

31日
、
久
万
高
原
町

職
で
よ
さ
こ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
説
明
会
を
行
い
、
力
石

県
本
部
青
年
部
長
が
参

加
を
よ
び
か
け
ま
し
た
。

５
月

26～

27日
、
新
居
浜

市
で
「
第

20回
四
国
保
育
団

体
合
同
研
究
集
会
」
（
主
催

は
同
実
行
委
員
会
）
が
開
催

さ
れ
、
四
国
４
県
か
ら
２
日

間
の
べ
６
０
０
人
、
う
ち
県

本
部
か
ら

11単
組
１
２
６
人

が
参
加
。
■
１
日
目
「
全
体

会
」
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の

『
よ
さ
こ
い
踊
り
』
と
『
お

手
玉
演
技
』
で
ス
タ
ー
ト
。

新
田
保
・
朝
日
保
・
新
居
浜

の
保
育
士
も
参
加
し
迫
力
あ

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。
基
調

報
告
で
は
「
情
勢
や
子
ど
も
・

保
護
者
を
め
ぐ
る
状
況
」
や

「
こ
れ
か
ら
の
運
動
の
課
題
」

な
ど
を
合
田
起
草
委
員
が
報

告
。
新
田
保
・
朝
日
保
の
参

加
者
ら
が
基
調
報
告
に
即
し

た
『
寸
劇
』
を
披
露
し
、
新

居
浜
・
今
治
・
津
島
の
保
育

士
も
出
演
。
記
念
講
演
で
は

中
西
新
太
郎
先
生
（
関
東
学

院
大
学
）
が
「
保
育
の
現
状

と
あ
る
べ
き
姿
」
「
保
育
・

子
育
て
」
「
子
ど
も
と
と
も

に
生
き
る
」
な
ど
わ
か
り
や

す
く
話
さ
れ
ま
し
た
。
恒
例

の
交
流
会
で
は
各
県
の
保
育

士
の
普
段
見
ら
れ
な
い
姿
が

披
露
さ
れ
、
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
■
２
日
目
は
「

10の

分
科
会
」
に
分
か
れ
、
四
国

中
央
・
朝
日
保
・
新
田
保
・

西
条
・
今
治
の
参
加
者
が
提

案
・
司
会
・
記
録
・
運
営
を

担
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
保
育

実
践
」
を
熱
心
に
語
り
あ
い

交
流
。
閉
会
集
会
で
は
、
津

島
の
兵
頭
さ
ん
が
『
集
会
ア

ピ
ー
ル
』
を
読
み
上
げ
、
次

回
「
２
０
２
０
年
香
川
開
催
」

を
確
認
し
閉
会
し
ま
し
た
。

■
山
本
万
喜
雄
実
行
委
員
長

（
愛
媛
大
学
名
誉
教
授
）
を

中
心
に
、
岩
崎
事
務
局
長

（
朝
日
保
）
が
実
行
委
員
会

を
ま
と
め
、
若
手
も
ベ
テ
ラ

ン
保
育
士
も
、
集
会
成
功
へ

向
け
た
『
み
ん
な
の
生
き
生

き
と
し
た
意
気
込
み
』
が
伝

わ
っ
た
２
日
間
で
し
た
。
ま

た
、
組
合
役
員
・
書
記
・
保

育
士
さ
ん
な
ど
多
数
協
力
し

て
く
れ
ま
し
た
。

（１） 第４９７号

自 治 労 連 愛 媛 ２０１８年 ６月１５日

第 ４９７ 号

日 程

【６月】

15 宇和島病院労組定期大会

内子社協労組定期大会

16 現業評幹事会

22 みどり苑労組定期大会

23 県本部拡大執行委員会

非正規公共評幹事会

青年部定期大会（大洲）

四国ブロック青年部ドキ

ジャム（大洲～24）

四国ブロック現業評夏季

交流集会（高知）

24 国民平和大行進

（香川県→四国中央市）

27 久万高原町職定期大会

30 保健師部会幹事会

【７月】

６ 伊予市職労定期大会

７ 自治体にはたらく女性の

全国交流集会（岩手～8）

８ 国民平和大行進

（愛南町→高知県）

15 女性部幹事会

21 県本部定期大会

10:00～ウエルピア伊予

25 周桑病院労組定期大会

26 西条市職労定期大会

大 洲 市 東 温 市 新居浜市水道局 四国中央市



市
立
宇
和
島
病
院
労
組
は

５
月
２
日
、
２
回
目
の
「
会

計
年
度
任
用
職
員
学
習
会
」

を
病
院
内
で
開
催
し

16人
が

参
加
。
講
師
の
高
尾
県
本
部

委
員
長
が
「
制
度
の
内
容
」

と
「
１
月
（
１
回
目
学
習
会
）

以
降
の
動
き
や
職
場
の
声
」

を
中
心
に
パ
ワ
ポ
で
説
明
し
、

「
再
度
任
用
時
の
『
試
験
実

施
』
の
不
安
が
ど
の
職
場
で

も
出
さ
れ
て
い
る
が
、
職
場

実
態
に
見
合
っ
た
制
度
に
す

る
た
め
に
も
、
職
員
の
不
安

を
要
求
に
変
え
て
交
渉
で
解

決
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」

な
ど
強
調
。
質
疑
で
は
参
加

者
か
ら
「
賃
金
に
関
す
る
質

問
」
が
多
く
出
さ
れ
、
最
後

に
「
制
度
設
計
に
向
け
て
の

労
働
者
側
の
意
見
反
映
で
き

る
の
は
『
労
使
交
渉
が
唯
一

の
窓
口
』
。
労
働
組
合
に
加

入
し
、
組
合
員
と
し
て
『
制

度
要
求
』
を
」
と
組
合
加
入

を
よ
び
か
け
ま
し
た
。

内
子
町
職
は
５
月

11日
、

青
年
部
主
催
の
「
新
採
職
員

組
合
説
明
会
＆
歓
迎
会
」
を

開
催
し
、
新
採
職
員
と
職
場

先
輩
組
合
員
あ
わ
せ
て

25人

が
参
加
し
ま
し
た
。
町
職
の

山
中
副
委
員
長
が
「
組
合
の

役
割
と
意
義
」
お
よ
び
「
自

治
労
連
共
済
」
に
つ
い
て
説

明
し
「
み
な
さ
ん
に
組
合
に

入
っ
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま

し
た
。
こ
の
日
、
新
採
職
員

９
人
中
７
人
が
参
加
し
、
７

人
全
員
が
即
日
加
入
。
残
り

の
２
人
は
、
５
月
中
の
加
入

を
目
標
に
、
役
員
と
青
年
部

で
個
別
に
対
応
し
ま
す
。

「
説
明
会
」
後
は
「
新
採
歓

迎
会
」
で
楽
し
く
交
流
し
ま

し
た
。

西
予
市
職
労
は
５
月

16日

「
女
性
部
定
期
大
会
」
を
開

催
し

33人
が
参
加
。
最
初
に

和
気
委
員
長
が
激
励
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
兵
頭
部
長
が

「
み
な
さ
ん
の
協
力
で
楽
し

い
活
動
を
展
開
で
き
た
」
と

あ
い
さ
つ
し
、
「
歓
迎
交
流

会
」
「
砥
部
焼
絵
付
け
体
験

と
道
後
ラ
ン
チ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
」

「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
学
習
会
」

な
ど
１
年
間
の
活
動
を
報
告

し
、
す
べ
て
の
議
案
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
役
員
選
出
で

は
、
①
部
長
選
出
に
お
い
て

慣
例
の
宇
和
・
野
村
の
交
互

選
出
を
や
め
る
こ
と
、
②
来

年
度
か
ら
県
本
部
女
性
部
幹

事
の
選
出
を
県
内
他
市
の
単

組
に
あ
わ
せ
２
年
任
期
と
し

た
い
と
提
案
し
新
役
員
を
選

出
。
二
宮
新
部
長
が
「
明
る

く
元
気
に
『
仲
間
づ
く
り
』

と
『
職
場
づ
く
り
』
を
行
い
、

女
性
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
結
集

し
て
楽
し
く
活
動
し
ま
し
ょ

う
」
と
よ
び
か
け
ま
し
た
。

西
条
市
職
労
は
５
月

17日

「
保
育
部
総
会
＆
新
採
歓
迎

会
」
を
開
催
し

52人
が
参
加
。

活
動
報
告
で
①
全
国
保
問
研

集
会
で
西
条
市
保
育
士
が
発

表
、
②
秋
の
団
体
交
渉
で
の

約
束
通
り
市
長
が

11園
を
訪

問
し
懇
談
で
き
た
、
③
保
育

部
独
自
研
修
会
で
原
坂
一
郎

先
生
の
講
演
に
市
内
保
育
所
・

幼
稚
園
か
ら
１
２
０
人
参
加
、

④
「
会
計
年
度
職
員
制
度
学

習
会
」
を
２
回
開
催
し
１
４

０
人
参
加
な
ど
報
告
。
今
後

の
活
動
で
は
①
正
規
保
育
士

や
給
食
調
理
員
の
確
保
め
ざ

す
、
②
会
計
年
度
職
員
の
要

求
活
動
、
③
四
国
合
研
等
へ

の
参
加
な
ど
確
認
。
総
会
後

「
新
採
歓
迎
会
」
で
新
採
４

人
が
自
己
紹
介
し
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

伊
予
市
職
労
は
５
月

18日

「
現
業
評
定
期
大
会
」
を
開

催
し

27人
が
参
加
。
は
じ
め

に
、
堀
川
県
本
部
書
記
次
長

を
講
師
に
「
会
計
年
度
任
用

職
員
制
度
」
を
パ
ワ
ポ
で
学

習
。
杉
之
内
会
長
が
「
会
計

年
度
職
員
制
度
は
声
を
あ
げ

な
い
と
良
く
な
ら
な
い
。
会

計
年
度
職
員
の
労
働
条
件
に

つ
い
て
夏
季
要
求
に
入
れ
た

い
。
組
合
員
み
ん
な
が
団
体

交
渉
に
参
加
を
」
と
あ
い
さ

つ
、
久
保
市
職
労
委
員
長
も

激
励
あ
い
さ
つ
。
給
食
調
理

場
に
ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ー
ラ
ー

設
置
実
現
、
給
食
支
援
員
１

人
確
保
な
ど
交
渉
結
果
、
道

後
で
の
懇
親
会
、
四
ブ
ロ
現

業
学
習
会
参
加
な
ど
活
動
経

過
と
決
算
を
報
告
。
運
動
方

針
・
予
算
・
新
役
員
を
全
員

で
承
認
。
大
会
後
に
は
お
茶

会
で
弁
当
と
ケ
ー
キ
を
食
べ

「
ミ
ニ
抽
選
会
」
と
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

５
月

11日
、
県
本
部
初
企

画
と
し
て
新
居
浜
地
域
で

「
自
治
労
連
共
済
初
級
研
修

会
」
を
開
催
し
４
単
組
９
人

が
参
加
。
「
自
治
労
連
共
済

と
は
」
「
共
済
の
種
目
」
な

ど
概
要
を
説
明
し
、
「
共
済

の
サ
イ
ク
ル
の
違
い
」
「
給

付
事
由
発
生
後
の
注
意
点
」

や
「
帳
票
」
「
満
期
継
続
」

な
ど
詳
細
も
説
明
。
「
２
０

１
８
年
４
月
か
ら
自
主
共
済

な
ら
で
は
の
制
度
改
定
」

「
給
付
と
加
入
に
タ
イ
ム
ラ

グ
が
あ
る
」
な
ど
注
意
点
も

報
告
し
『
共
済
手
続
き
の
再

確
認
の
場
』
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
「
こ
ん
な
会
は

初
め
て
で
す
ね
」
「
更
新
手

続
き
を
す
る
の
が
初
め
て
」

な
ど
感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

前
川
県
本
部
書
記
が
「
入
院

し
た
と
き
や
給
付
の
こ
と
な

ど
、
何
で
も
わ
か
ら
な
い
こ

と
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
」
と

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

■
い
つ
も
お
世
話
に
な
り
っ

ぱ
な
し
の
母
に
花
を
贈
っ
た

ら
す
ご
く
喜
ん
で
も
ら
え
ま

し
た
。
気
持
ち
を
形
で
あ
ら

わ
す
こ
と
も
大
事
だ
な
…
と

思
い
ま
し
た
。

（
伊
予
・
家
藤
）

■
５
月
は
母
の
日
、
６
月
は

父
の
日
が
あ
り
ま
す
ネ
。
母

の
日
は
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、

父
の
日
は
バ
ラ
を
贈
る
の
が

一
般
的
で
す
。
で
も
気
を
付

け
て
！
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

黄
色
の
花
言
葉
は
軽
蔑
。
バ

ラ
の
他
に
も
ひ
ま
わ
り
や
ガ
ー

ベ
ラ
、
ス
カ
シ
ユ
リ
な
ど
も

い
い
そ
う
で
す
。
プ
レ
ゼ
ン

ト
あ
る
だ
け
で
う
れ
し
い
で

す
け
ど
ネ
。

（
宇
和
島
・
竹
田
）

■
４
月
か
ら
娘
と
一
緒
に
ピ

ア
ノ
を
習
い
始
め
ま
し
た
。

先
生
が
い
る
と
気
分
が
若
返

り
新
鮮
。
娘
に
負
け
な
い
よ

う
、
２
人
で
励
ま
し
合
い
な

が
ら
が
ん
ば
り
ま
す
！

（
西
予
・
金
繁
）

■
先
日
地
元
マ
ラ
ソ
ン
大
会

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
参
加
。
走
路
員
で
し

た
が
、
ほ
ぼ
街
頭
応
援
団
と

し
て
選
手
た
ち
と
ハ
イ
タ
ッ

チ
し
た
り
、
ゼ
ッ
ケ
ン
に
書

か
れ
た
名
前
を
呼
ん
で
応
援

し
た
り
楽
し
め
ま
し
た
。
そ

の
時
の
感
動
を
新
聞
に
投
稿

し
た
ら
掲
載
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
来
年
も
ス
タ
ッ
フ
、

が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

（
西
予
・
山
里
）

（
訂
正
・
お
詫
び
）
２
０
１

８
年
３
月
号
２
面
津
島
見
出

し
「
退
職
手
当
・
定
年
延
長
・

非
正
規
新
制
度
学
習
し
疑
問

出
し
あ
い
意
見
交
換
」
、
同

５
月
号
１
面
４
・

28今
治
市

職
は
４
・

13の
誤
り
で
し
た
。

自 治 労 連 愛 媛

（２）第４９７号

２０１８年 ６月１５日

■
４
９
５
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
コ
ウ
ブ
ン
シ
ョ
カ
イ

ザ
ン
」
（
公
文
書
改
ざ
ん
）

で
し
た
。
正
解
は

13通
で
し

た
。
正
解
者
の
な
か
か
ら
５

人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
進

呈
い
た
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

越
智
紀
幸
（
今
治
一
般
）

吉
川
匡
希
（
大
洲
病
院
）

家
藤
妙
子
（
伊
予
）

金
繁
芽
瑠
（
西
予
）

竹
田
純
子
（
宇
和
島
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
７
月

27日
【
発

表
】
４
９
９
号
（
８
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①○○○○○○⇔当日券

④迫害を避けるために自国から外国へ

逃れること

⑦地震に耐えられること。○○○○構造

⑧高知県四万十町の東部を占める地名

⑨仲間はずれ。○○○○扱い

【タテのカギ】

①♪○○○○○○があったとさ 高いお山に～

②鵜や鷹が獲物を求める目つきから。○○○

○○○目で探す

③よく言えば節約・倹約家。悪く言えば○○

⑤弁解。弁明。遅刻の○○○○

⑥♪○○○○めがねは水いろめがね

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
８
文
字
で
、

愛
媛
ゆ
か
り
の
俳
人
（
の
本
名
）
に

し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


